
中
入
前
、山
伏
一
行
に
禁
忌
を
侵
す
な
と
念
を
押
し
、柴
を
取
る
山
を
見

上
げ
る
心
持
ち
で
、こ
の
と
き
既
に
後
姿
に
妖
気
を
孕
ん
で
幕
に
入
る
。

 　

昭
和
五
十
六
年
二
月
、
中
日
五
流
能
に
於
け
る
二
世
金
剛
巌
宗
家
の

『
黒
塚
—
白
頭
・
糸
車
』は
裏
切
ら
れ
た
者
の
憤
り
と
生
き
る
こ
と
の

哀
し
さ
を
深
く
内
側
へ
彫
り
込
ん
で
、
長
く
生
き
た
者
は
鬼
に
な
る
の

か
と
、語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
見
事
な
舞
台
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
平
成
十
八
年
十
一
月
廣
田
陛
一
師
の『
黒
塚
』は
、
人
間
の
仏
性

と
魔
性
を
描
き
分
け
て
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
萩
小
屋
を
振
り
返
り
ざ
ま

闇
に
消
え
て
行
く
シ
ー
ン
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

《
黒
塚
》「
白
頭
」寸
考

恵
阪
　
悟

帝
塚
山
大
学
人
文
学
部
講
師

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、《
黒
塚
》
は
室
町
時
代
の
演
能
記
録
が
比
較
的

多
く
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
寛
文（
一
六
六
一
）元
年
に
幕
府
に
提
出

さ
れ
た
書
上（
上
演
可
能
曲
目
録
）以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
五
流
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
中
に
あ
り
、
江
戸
期
版
行
の
謡
本
で
も
常
に
内
組
に
所
収

さ
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
人
気
演
目
の
一
角
を
占
め
て
き
た
と
い
え
る

（
ち
な
み
に
金
剛
流
に
お
け
る
演
能
記
録
は
、
正
保
四〔
一
六
四
七
〕
年

二
月
十
四
日
、
興
福
寺
薪
能
で
の
金
剛
大
夫
の
所
演
が
、
現
在
知
ら
れ
て

い
る
中
で
は
最
も
古
い
）。
そ
の
故
で
あ
ろ
う
か
、各
流
で
様
々
な
演
出

が
工
夫
さ
れ
、
そ
れ
が
小
書
と
し
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
金
剛

流
に
は「
黒
頭
」「
糸
車
」、
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
観
世
流

に「
黒
頭
」「
長
糸
之
伝
」、
金
剛
流
独
自
の
も
の
に「
赤
頭
」（
た
だ
し

金
春
流
は
常
の
演
出
が
赤
頭
）、観
世
流
独
自
の
も
の
に「
急
進
之
出
」

な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
前
後
の
シ
テ
の
出
立
、枠
桛
輪
を
繰
る
場
面
や
後

シ
テ
の
登
場
段
に
常
の
演
出
と
は
変
化
が
あ
る
。
そ
し
て
各
流
が
共
通

し
て
持
つ
小
書
が
、
本
日
上
演
さ
れ
る「
白
頭
」で
あ
る（
金
春
流
で
は

「
替
装
束
」と
も
称
え
る
。
喜
多
流
で
は「
替
装
束
」が
一
般
的
な
小
書

名
称
で
、出
立
に
黒
頭
と
白
頭
の
両
様
が
あ
る
）。《
黒
塚
》の「
白
頭
」は
、

横
道
萬
里
雄
氏
の『
能
に
も
演
出
が
あ
る
』（
平
成
十
九
年
、
檜
書
店
）に

よ
れ
ば
、「
白
頭
の
小
書
は
、
鬼
畜
の
役
を
老
体
と
し
て
演
ず
る
と
い
う

の
が
演
出
の
基
本
で
す
が
、こ
の
能
で
は
す
こ
し
趣
旨
が
違
う
よ
う
で
す
。

こ
の
能
の
前
ジ
テ
は
、
も
と
も
と
人
生
を
苦
し
ん
で
生
き
て
来
た
年
輩

の
女
性
と
し
て
描
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
老
体
と
す
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う

　
《
黒
塚
》
は
秋
の
能
で
あ
る
。
内
容
か
ら
夏
に
夜
能
な
ど
で
上
演

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、曲
趣
か
ら
い
え
ば
秋
が
ふ
さ
わ
し
く
、例
年
、

九
月
か
ら
十
月
に
各
所
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
、
鑑
賞
会

能
で
こ
の《
黒
塚
》
が
上
演
さ
れ
る
の
は
、
実
に
時
宜
を
得
た
選
曲
と

い
え
よ
う
。

　

本
曲
は
シ
テ
方
五
流
が
所
演
曲
と
し
て
お
り
、
観
世
流
の
み
曲
名
を

《
安
達
原
》
と
す
る
。
演
能
記
録
の
初
出
で
あ
る
、
寛
正
六（
一
四
六
五
）年

二
月
二
十
八
日
、
室
町
幕
府
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
院
参
の
際
の
観
世

演
能
に
は
《
あ
た
ち
か
は
ら
》
と
あ
り
（『
親
元
日
記
』。
演
者
は

世
阿
弥
の
甥
で
、
三
世
観
世
大
夫
の
音
阿
弥
）、
そ
ち
ら
が
当
初
の
曲
名

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
も
っ
と
も
右
以
外
に
本
曲
を《
糸
繰
り
》

と
呼
ん
だ
例
も
あ
る
の
で（『
禅
鳳
雑
談
』な
ど
。
禅
鳳
は
世
阿
弥
の

曾
孫
）、
い
ず
れ
を
本
来
の
曲
名
と
す
る
か
は
判
断
が
む
ず
か
し
い

（
以
下
、便
宜
上《
黒
塚
》と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）。

　

右
の
演
能
記
録
が
示
す
よ
う
に
、《
黒
塚
》
は
室
町
時
代
前
期
に

成
立
し
て
い
た
古
曲
で
あ
る
が
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
他
の
多
く
の

曲
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
伝
存

し
て
い
な
い
。
室
町
時
代
後
期
に
多
く
作
ら
れ
た
作
者
付
に
よ
れ
ば
、

「
近
江
能
」（『
能
本
作
者
注
文
』
）「
江
州
へ
遣　

世
阿　

異
作
」

（『
自
家
伝
抄
』
）な
ど
の
注
記
が
見
ら
れ
、
近
江
猿
楽
と
の
関
連
が

う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
、
近
江
の
作
風
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
現
状

で
は
可
能
性
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。



深
い
感
慨
の
表
現
を
示
す
も
の
、
と
そ
う
考
え
て
よ
い
よ
う
で
す
。
そ
の

老
体
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、後
ジ
テ
を
白
頭
の
鬼
と
す
る
」と
い
う
演
出

意
図
の
も
と
に
創
案
さ
れ
た
小
書
の
よ
う
だ
が
、
こ
の「
白
頭
」の
小
書

に
関
し
て
、
創
案
時
期
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
の
が
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

結
論
を
先
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
演
出
の
創
案
時
期
は
さ
ほ
ど

古
い
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
後
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。《
黒
塚
》
の「
白
頭
」演
出
に
よ
る
演
能
記
録
は
、
嘉
永
四

（
一
八
五
一
）年
五
月
十
五
日
、江
戸
城
本
丸
奥
能
で
の
宝
生
大
夫
所
演

が
、
管
見
に
入
っ
た
江
戸
時
代
以
前
の
最
初
の
記
録
で
あ
り（『
触
流

し
御
能
組
』に
よ
る
）、
そ
れ
以
前
に
こ
の
小
書
が
記
さ
れ
た
番
組
は

見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、「
白
頭
」の
演
出
が
江
戸
時
代

後
期
の
嘉
永
頃
を
隔
た
ら
な
い
時
期
に
創
ら
れ
た
と
考
え
る
根
拠
で

あ
る
が
、
も
っ
と
も
、
番
組
に
小
書
を
書
き
出
す
の
は
江
戸
時
代
中
期

以
降
の
慣
習
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
小
書
が
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
と
は
い
い
切
れ
ず
、
絶
対
的
な
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、

番
組
以
外
の
資
料
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
演
出
資
料
と
し
て
は

最
古
に
属
す
る『
舞
芸
六
輪
次
第
』に
は
、

一
、
あ
た
ち
か
原
。
く
ろ
つ
か
、
い
と
く
り
と
も
い
ふ
。
し
て
、

ま
へ
ハ
女
。
し
つ
の
め
の
て
い
也
。
小
袖
に
水
衣
、
玉
た
す
き
を

上
ル
。
後
は
つ
ね
の
打
た
る
鬼
女
の
面
。
う
ち
つ
え
を
持
。

わ
き
、山
伏
二
人
。

　

と
あ
り
、「
白
頭
」に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
以
下
、
一
々
の
内
容

紹
介
は
略
す
が
、『
妙
佐
本
仕
舞
付
』『
金
春
安
照
装
束
付
』『
童
舞
抄
』

『
宗
随
本
古
型
付
』『
観
世
流
舞
附
』『
盛
勝
本
衣
裳
付
』な
ど
、
手
近
に

あ
る
上
掛
り
・
下
掛
り
そ
れ
ぞ
れ
の
演
出
な
ら
び
に
装
束
付
資
料
で

確
認
し
た
範
囲
で
も
、
や
は
り「
白
頭
」に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。
右
に
見
た
資
料
は
室
町
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
も

の
で
、
つ
ま
り
そ
の
時
期
に
は《
黒
塚
》
に「
白
頭
」の
演
出
は
な
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
に
つ
い

て
み
る
と
、
紀
州
藩
抱
え
の
能
役
者
で
あ
っ
た
徳
田
隣
忠
が
著
し
た

『
隣
忠
秘
抄
』に
は
、

衣
裳
、
腰
巻
抜
か
け
。
鱗
箔
の
時
は
出
羽
に
打
せ
出
る
。
尤
も

打
杖
、
柴
を
括
り
て
負
ふ
。
面
、
般
若
、
安
達
女
。
又
法
被
半
切

赤
頭
の
時
は
早
笛
に
て
出
る
。
面
同
断
。
但
し
金
剛
は
腰
巻

出
羽
を
本
と
し
、法
被
半
切
赤
頭
早
笛
を
替
と
す
。

　

と
あ
り
、
現
在
の
金
剛
流
の
小
書「
赤
頭
」に
連
な
っ
て
く
る
記
述

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
前
代
の
資
料
と
同
じ
く「
白
頭
」に
関
す
る
記

述
は
な
い
。
さ
ら
に
も
う
一
点
、
江
戸
後
期
の
寛
政
七（
一
七
九
五
）

年
と
十
年
に
五
座
の
大
夫
ら
が
幕
府
に
提
出
し
た
書
上（
い
わ
ゆ
る

「
寛
政
書
上
」
）に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

書
上
は
提
出
時
点
で
の
各
流
上
演
可
能
演
目
の
目
録
だ
が
、「
寛
政
書

上
」で
は
そ
れ
に
加
え
て
当
時
演
じ
ら
れ
て
い
た
各
流
の
小
書
も
幕
府

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
書
上
で
は
、
す
べ
て
の
座
が

《
黒
塚
》
を
所
演
曲
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
が
、
や
は
り
小
書
の
項
に

「
白
頭
」は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
資
料
を
検
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
宝
生

大
夫
の
上
演
以
前
に《
黒
塚
》「
白
頭
」の
演
出
が
存
し
た
形
跡
は
な
く
、

こ
の
小
書
が
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
新
た
に
創
案
さ
れ
た
可
能
性

は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
創
案
者
と
各
流
が

流
儀
の
小
書
と
し
て
い
く
状
況
が
新
た
な
問
題
点
と
し
て
浮
上
す
る

が
、今
は
ま
だ
述
べ
る
用
意
が
な
い
。




